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群馬県の土壌及び作物について 

 

鹿沼 信行 （群馬県農業技術センター 環境部土壌保全係） 

	

１．はじめに	

群馬県は、山や谷、平野部が混在し、耕地は南東部の標高 10	m

から北部の標高 1,400	m 間に分布する。気候は主に、赤城山－榛

名山を結ぶ線で南部と北部に分けられ、南部に位置する前橋市は、

平均気温14.6℃、降水量1,250	mm、日照時間は2,110時間と長い。

北部に位置する嬬恋村田代では平均気温 7.2℃、降水量は 1,510mm、

日照時間は 1,830 時間である（アメダス 2011 年平年値）。群馬県

は、面積全体の約 3分の 2が丘陵山岳地帯であり、県西部の県境

地域には関東山地、県北部には三国山脈など 2,000	m 級の山々が

連なっている。関東山地の北縁部にあたる鏑川・碓氷川の流域や

足尾山地南縁部の渡良瀬川流域では、200～300	m 程度の丘陵が分

布する。県央部の榛名・赤城山地の山麓部から南東部へ連なる地

域では台地を形成し、その後関東平野へと続いている。	

	

２．群馬県の土壌	

	 群馬県の農耕地面積は 76,300	ha で、水田は 28,400	ha、畑地 47,900	ha（樹園地含む）である。水田土壌の主

な土壌群別（農耕地土壌分類第 3次改訂版）の分布面積は、低地水田土 11,700ha、灰色低地土 5,800ha、多湿黒

ボク土 5,200ha、褐色低地土 4,000ha であり、畑地土壌の分布面積は、黒ボク土 29,200ha、火山放出物未熟土

10,300ha、褐色低地土 5,000ha、褐色森林土 3,400ha である（2009 年農林水産統計）。	

	

３．作物と土壌	

	 全国第１位の生産を誇るこんにゃくいもは、西毛、北毛の中山間地域等の基幹作物で、こんにゃく産業をはじ

め地域の経済に大きな役割を果たしている。こんにゃくいもの栽培面積は3,370ha（2016年）で、多くは火山放出

物未熟土や黒ボク土などの火山灰土壌で栽培されている。	

キャベツの出荷量も全国１位で、3,910ha（2016年）で栽培されている。県内では、嬬恋村をはじめ、長野原町

や昭和村等で夏秋キャベツの産地が形成され、冬から春にかけては、伊勢崎市や前橋市等の平坦地を中心に加工・

業務用として生産・出荷している。全国１位の夏秋キャベツの産地である嬬恋村の土壌は、腐植含量の多い黒ボ

ク土が広く分布している。	

ネギの出荷量は全国5位（2016年）で、県中東部の平坦地をはじめ、赤城南麓や榛名西麓地域にかけて産地が形

成されている。全国的に有名な「下仁田ネギ」は、下仁田町を中心に甘楽富岡地区で主に栽培され、褐色森林土

や褐色低地土などの重粘な土壌で栽培され、有効水分が少なく、乾燥すると固結する特徴がある。定植にともな

う掘取り作業で根を切断し、その後の高温・乾燥によって水ストレスを与えられることが下仁田ネギの品質向上

に影響を及ぼしていると言われている。	

	

（引用文献）	

土壌保全調査事業全国協議会［編］	 全国農耕地土壌ガイドブック，日本土壌協会	

群馬県	 群馬の農業（平成 30年度）
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鹿沼信行・庄司	 正	 GIS	ソフトを用いた群馬県における土壌群別の分布面積	 群馬県農業技術センター研究報

告第４号（2007）：58	～	59	

塚本雅俊・今井善之輔	 群馬県西部地域の褐色森林土・褐色低地土地帯の生産力向上	 Ⅰ	 下仁田ネギ栽培と土

壌の特徴	 群馬県農業試験場研究報告	 A8 号(1991)：47～52	
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群馬県下仁田町での桑活用事業の取り組み 

神戸隆介（株式会社神戸万吉商店） 

0274-82-2301(r-kanbe@mankichi.co.jp) 

 

群馬県南西部に位置する下仁田町はネギとこんにゃくが特産品として知られている。 

下仁田町の地場産業を見てみると明治から大正にかけては養蚕業が栄え、さらに大正後期からはこんにゃく産業がこれに

加わり養蚕業（製糸業）とこんにゃく産業はこの地を支える重要な産業であった。この二大産業は共に下仁田の地理的要

因と密接にかかわっている。つまり山間部特有の急傾斜な農地、痩せた土壌など主要穀物である米麦の生産に適さないこ

とから換金作物として養蚕（桑）とこんにゃく芋が積極的に栽培されたからであり、養蚕業とこんにゃく業はこの地に適した産

業であった。（養蚕に関する史跡：荒船風穴は 2014 年に絹産業遺産群として世界遺産に登録された） 

 

このような環境の中で弊社は半世紀にわたりこんにゃく原料の製造・販売をおこなっているが、平成 14 年からはもう一つの

地場産業であった“桑”を活用した事業を開始した。下仁田町で桑の葉の栽培を開始し、平成 18 年からは健康食品分野な

どへ原料の供給を開始した。平成23 年からは前橋工科大学 本間研究室と共同研究を開始し桑の葉の新たな利用分野を

開拓している。現在では「桑の葉を野菜へ」をキーワードに、美味しい桑の葉の栽培条件の検討やレシピ開発、商品開発を

進め、時代の変遷のなかで衰退した養蚕業を新たな産業として復活させることを目指している。 
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イネ異形側根のメリステム形成における QHB/OsWOX5遺伝⼦の役割
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Radial Oxygen Loss (ROL)  
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ヒノキ細根呼吸は比根長 SRL でよく説明できる
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海岸林における土壌の理化学特性がクロマツの垂直根構造におよぼす影響 
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